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1. はじめに

「スケジューリング学会」は，横幹連合に加盟するメ
ンバとしてはおそらくもっとも小さな学会（200名弱）
の一つである．したがって，大変微力であり横幹連合に
対する貢献のほども小さなものではある．しかし，横幹
連合の趣旨である境界領域の連携という部分では，特に
産業の現場を対象とすることから，それなりの役割が与
えられているものと認識している．2011年の大災害にお
いては，多くの人命とともに多くの産業現場も壊滅し，
いち早い復興が必要な時である．本学会は，産業現場の
再興にいくらかでもお役にたてるものと信じている．

2. 設立趣意

本学会は，元来異なる学会や分野の実務家・研究者が
「スケジューリング」という観点で集合してできたもの
であり，その意味では「横幹」を先取りしているともい
えよう．以下は，学会 HPの設立趣意を若干編集したも
のであり，本学会の活動意図をよく表していると思う．

社会はいまグローバリゼーションの真っ只中にあり，
温暖化防止に代表される環境保全，南北問題，経済シ
ステムの再構築など人類にとって避けて通れない地球的
規模の課題に対する取り組みが始められている．
これらの課題の根底をなす問題として，社会全体で

のエネルギー消費の削減，あらゆる資源の有効利用さ
らに共生を目指す価値体系の創出があげられよう．スケ
ジューリングは人間の活動や人工システムのオペレー
ションの実施順序や実施時期に関する計画の作成ならび
に変化に応じた計画の修正を行うことであり，社会や産
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業のいろいろな場面で必要とされるが，その良し悪しは
消費エネルギー，資源の無駄遣い，活動の当事者あるい
はサービスを受ける人々の満足の程度に著しく影響する．
スケジューリングに関する研究は長い歴史を持ってい

るが，その成果が今まで人類の福祉の増進に大きく寄与
したとは言い難い．その主な理由として，方法・手法の
未成熟，コンピュータやネットワークなどの計算・通信
環境の不備，スケジューリングに関係する人々の意識の
不足が挙げられよう．しかし，近年におけるコンピュー
タやネットワークの低価格化と性能の向上と相まって，
数理計画法，シミュレーション，人工知能，制約論理，
メタヒューリスティックスなどのスケジューリングに役
立つ手法ならびにそれらを利用したツールが作り出さ
れ， 現在では様々のスケジューリング問題の解決が可
能になってきている．
新学会の設立はこのようなスケジューリングに関する

技術上の進歩，社会における問題解決の増大する要請を
背景とするとともに，5年間にわたってスケジューリン
グの専門家によって開催されてきた「生産スケジューリ
ング・シンポジウム」がもたらした成果を大きな要因と
して挙げる必要がある．1993年開催の第 1回シンポジ
ウムを境目として，それまで異なった学会で活動してき
た研究者・技術者がスケジューリングという共通のテー
マの下で結ばれ，知識を共有し，多様な経歴のメンバー
からなる専門家集団が形成された．
スケジューリング学会の設立目的は，生産スケジュー

リングに主として係わってきた研究者・技術者の輪を拡
げて，エンジニアリング，製造，輸送，ロジスティクス，
看護，教育，その他のサービス，さらにコンピュータ，
通信などの様々の領域におけるスケジューリングを研究
あるいはシステム化の対象とする専門家を含む大きな
輪を作り，各問題領域内の情報交換にとどまらず，異領
域間での情報の交換を通じて，スケジューリングならび
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にその関連問題の新手法の開発と理論の拡充を推進する
ことにある．さらに，研究や開発の成果を整理・体系
化し，将来における研究の発展と技術の進歩をもたらす
環境の醸成に努めることを目的とする．また，国内のみ
ならず海外における当該分野の研究者・技術者と連携し
て，これらの目的を共に実現することも本学会の使命と
考える．
具体的な学会の活動として，
1．定例シンポジウムの開催
2．ネットワークを利用したニューズレターの配布
3．国際会議の開催
4．海外の研究者との共同による国際誌の刊行
5．ハンドブック等の刊行物の出版
6．用語等の標準化
7．共同研究の実施

などがあげられる．
本学会は，産業界・学界の区別なく，民主的思考に基

づき各世代の研究者・技術者が対等に交わり，互いに研
鑚し，成果を公表し，スケジューリングと関連問題に関
する理論と技術の発展を通して，共生を旨とする来るべ
き社会に精神的・物質的に貢献する創造的専門家集団で
あることを目指したい．

3. 研究部会活動

本学会では，2011年より新しく研究部会を発足し，産
業現場への貢献を目指している．プロジェクト・プログ
ラム・アナリシス研究会（Project & Program Analysis）
がそれである．先の原子力発電所の災害でも，想定外と
いわれたリスク分析の穴が，歴史的禍根を残すことと
なった．プロジェクト・プログラムにおけるリスク分析
手法の研究不足といえよう．
周知のように，プロジェクトには失敗が多い．また，

公共セクターでは誰の目にも無駄と見えるプロジェクト
が，中止できずにいる．プロジェクトの状態を把握・分
析し，優先順位をつけることが出来ていないのである．
どんな組織でも，抱える問題は多い．だが，解決のため
の人材も時間も資金も限りがある．しかも，変化する環
境の中で，未知数とリスクを考えて決断しなければなら
ない．そのためには，合理的な価値基準を立てて案件を
選択し，資源投下を最適化する必要がある．
プロジェクトと，その上位概念であるプログラムの世

界にも，同じようなアナリシスの理論と職能を確立する
必要がある．本研究部会では，プロジェクトならびに上
位概念であるプログラムの，価値・スケジュール・リス
クなどの定量的分析と評価手法を工学的に確立する．
これにより，組織におけるプロジェクト／プログラム

の意思決定に資するとともに，「プロジェクト・アナリス
ト」の専門職域を新たに提案する．

（1）従来のプロジェクト評価手法（DCF，RO，VaR，
EVMS，QRA等）を包含した，統合的な方法論とツー
ルを共同研究開発する．
（2）プロジェクト／プログラム評価のためのベンチマー
ク問題を考案し，その実行評価ならびに最適意志決定の
ためのソフトウェアを開発する．あわせて，産業界・官
界における評価ならびに意思決定へのニーズを調査し，
開発した手法／ツールの方向性が合致することを検証
する．
（3）現実のプロジェクト／プログラムの分析を行う．そ
のために，オープンな研究会活動と並行して，クローズ
ドな「症例研究」とディスカッションの場を持つ
横幹連合への寄与としては，本研究部会の成果をもっ

てすることを宣言して経営高度化グループに参画して
いる．

4. 終わりに

OR（オペレーションズ・リサーチ）もスケジューリ
ング理論も，現実の必要性から生まれた．現代プロジェ
クト・スケジューリングの中心概念である Critical Path
Methodがデュポン社の工場計画から生まれたことは，そ
の象徴であろう．
しかしながら，OR理論と実社会のニーズの距離感が

遠くなってから，既に久しい．最適化技法やスケジュー
ル評価に関する産業界の関心も，長引く不況の中で低下
する一方のように思える．
わたし達はここでもう一度，理工学的なテクノロジー

は実社会の「ものづくり」（製品設計）のみならず，「マ
ネジメント」の向上にも役に立つのだという事を証明し
たい．法務や財務やマーケティングのみならず，理工学
も経営を支える一部であることを，学会の成果として示
すことを目指したい．

2011年コンファレンスでは，本学会として災害に強
い情報基盤の構築と上記プロジェクト・プログラム ア
ナリシスを紹介したが，いずれも災害復興に役立つ知見
であり，スケジューリング技術そのものが復興プログラ
ムの遂行に大いに貢献できるものである．
このような見地から，本学会が果たすべき役割は大き

いのではないかと思われるが，冒頭に述べたように小さ
な組織であり，横幹連合という大きな組織の中でそれを
果たすことができれば幸いである．
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